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令和６年度 第１回大阪市北区地域福祉推進会議 議事録 

 

１ 開催日時：令和６年５月 30日（木）午後２時 00分～午後３時 50分  

２ 開催場所：北区役所４階 402･403会議室 

３ 出席者 ：出席者名簿のとおり 

４ 会議資料：別添のとおり 

５ 司会  ：北区役所 福祉課長代理 岡田 智子 

６ 議長  ：神戸学院大学 准教授 川本 健太郎 

７ 副議長 ：北区社会福祉協議会 会長 小玉 始 

 

＜議事録＞ 

（司会） 

定刻になりましたので、只今から、令和６年度 第１回大阪市北区地域福祉推進会議

を開会させていただきます。本日は、お忙しいなかご出席いただきましてありがとうござ

います。私は本日の司会を担当させていただきます、福祉課長代理の岡田でございま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

なお、本会議ですが暑くなってきておりますので、クールビズでの会議の出席の方をさ

せていただいております。どうぞ皆様も、お暑ければネクタイなどを外していただきます

ようお願いいたします。 

また、本会議は、議事録の公表のため録音させていただいておりますことをあらかじめ

周知させていただきます。それでは開会にあたりまして、木戸保健福祉センター所長

からご挨拶申し上げます。 

 

（木戸保健福祉センター所長） 

北区保健福祉センター所長の木戸でございます。本日は、令和６年度「第１回 北区

地域福祉推進会議」に、ご多用のところ、ご出席を賜りまして、誠にありがとうございま

す。 

また、平素から大阪市政並びに北区政の各般に、格別のご支援・ご協力をいただいて

おりますことに、厚くお礼申し上げます。 

北区では、昨今のマンション世帯の増加による居住形態の変化に伴い、地域における

繋がりの希薄化が進んでいる中、皆様方には、日頃から声掛けや顔の見える関係づく

りを推進し、地域が繋がり支え合うまちづくりに、ご尽力されておられることに、重ねて

感謝申し上げる次第でございます。 

本年度、第１回目の地域福祉推進会議ということで、委員の皆さまにおかれましては、

初めて参加される方もいらっしゃいます。また、学識者としても、この間、令和元年から

北区の地域福祉の推進にご尽力いただいている平尾先生に加えて、今回、新たに神
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戸学院大学 准教授の川本健太郎先生に、ご就任いただくことになりました。川本先

生は、この北区にゆかりがあるということで地域の皆さまと同じく熱い思いで、ご参加い

ただけると嬉しく思っております。 

さて、令和２年３月に「第２期北区地域福祉計画」を策定いたしまして、その「第２期計

画」も残すところ１年を切っております。この間、令和４年６月の中間見直しで「付帯決

議」を追加し、この「地域福祉推進会議」などで、ご意見をいただきながら進めてまいり

ました。 

現在は、今年度末である３月策定予定の次期「第３期計画」を見据えた議論を進めて

きており、前回、３月に開催いたしました会議でもその方向性についてご説明をさせて

いただいたところになります。本日の会議では、昨年度までの取組を振り返り、課題や

今後の方向性を委員の皆様方から様々なご意見を賜りたいと考えておりますので、ど

うかよろしくお願いいたします。 

最後になりますが、北区役所といたしましては、引き続き、福祉施策を重点的に取り組

むことで、「北区地域福祉計画」の基本理念でございます「人と人とのつながりと支え合

いのまち 北区」を目指し、尽力してまいりますので、委員の皆様方におかれましても、

今後とも、より一層のご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

以上、簡単ではございますが、私の挨拶とさせていただきます。 

それでは、川本先生、平尾先生、そして委員の皆さま、本日は、どうぞよろしくお願い

致します。 

 

（司会） 

ありがとうございました。続きまして、学識者といたしましてご出席いただいております

先生方をご紹介させていただきます。 

まず初めに今年度新たにご就任いただきました、神戸学院大学 准教授の川本健太

郎様。 

川本健太郎様におかれましては、現在、箕面市の地域福祉活動計画推進委員会委

員長、三田市の地域福祉審議会会長をお勤めになられております。 

続きまして、今年度も引き続き就任をお願いしております。元関西学院大学 助教の

平尾昌也様です。一言ずつごあいさつをいただけましたらよろしくお願いいたします。 

 

（川本委員） 

神戸学院大学の川本と申します。私自身は、本庄小学校、豊崎中学校出身でござい

まして、会長の後輩で、また色々な先輩方がいる中で、学識というのも非常におこがま

しいんですけれども、いろいろと勉強させていただければと思ってますのでよろしくお

願いいたします。 
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（平尾委員） 

平尾と申します。よろしくお願いいたします。もう長いつき合いになってきたなという感

じはあるんですが、どこまで私が北区の地域福祉の推進にお力添えができるのかとい

うのは、大変不安ではございますが、できる限り皆さんと一緒に議論を深めていけたら

なというふうに思っておりますので今後とも、これからもよろしくお願いいたします。 

 

（司会） 

お 2 人には北区の第三期計画の策定会議の委員も就任していただいておりまして、

平尾先生につきましては、北区地域支援連絡会議にもご参画いただいておりますこと

をお伝えいたします。続きまして、会議にご出席いただいております委員の皆様をご

紹介いたします。 

北区社会福祉協議会 会長 小玉始様。 

 

（小玉委員） 

小玉でございます。よろしくお付き合いのほどお願い申し上げます。 

本日はどうもありがとうございます。 

 

（司会） 

北区民生委員児童委員協議会 会長 辻󠄀博志様でございます。 

 

（辻󠄀委員） 

辻󠄀でございます。まだ、会長をいただいてから 1 年半ほどしか経ってませんので、詳し

い内容がはっきりわかっておりません。これからもどんどん勉強させていただきます。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

（司会） 

北区地域振興会 会長 岩岸敏雄様でございます。 

 

（岩岸委員） 

よろしくお願います。 

 

（司会） 

北区地域女性団体協議会 会長 渡島清美様。 

 

（渡島委員） 

はい。渡島清美です。どうぞよろしくお願いいたします。 
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何もわかりませんが今日から参加させていただきますのでどうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

（司会） 

北区医師会 副会長 米田円様。 

 

（米田委員） 

米田です。今までは、地域支援連絡会議の方に参加させていただいていました。本日

はよろしくお願いします。 

 

（司会） 

北区歯科医師会 会長 岡田修二様。 

 

（岡田委員） 

歯科医師会の岡田でございます。どうぞよろしくお願いします。 

 

（司会） 

北区薬剤師会 会長 坂東俊完様。 

 

（坂東委員） 

坂東です、どうぞよろしくお願いいたします。北と大淀の合併推薦ということで、大淀の

薬剤師会がこの 3 月をもって解散されまして、北区１つとなっております。毎年、参加

するという形になると思います。よろしくお願いいたします。 

 

（司会） 

鶴満寺聚楽院 施設長 長谷川眞哲様。 

 

（長谷川委員） 

長谷川です。どうぞよろしくお願いします。 

 

（司会） 

北区社会福祉協議会 事務局長 松本聡美様。 

 

（松本委員） 

松本でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 
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（司会） 

なお、北区身体障がい者団体協議会 会長竹本有吾様におかれましては、本日欠席

しております。 

続きまして、北区役所から出席しております職員を紹介いたします。 

保健福祉センター所長 木戸でございます。 

地域課長 小林でございます。 

生活支援課長 高下でございます。 

健康課長 兼坂でございます。 

事務局より福祉課長 中野でございます。 

福祉課 子育て支援担当課長代理の岡本でございます。 

福祉課 担当係長 牧島でございます。 

福祉課 担当係長 福田でございます。 

福祉課 担当係員 太田でございます。 

司会の福祉課 課長代理、岡田といいます。 

なお、政策推進課長の池西については本日欠席となります。 

また北区社会福祉協議会から、地域支援担当係長 西森係長、同じく地域支援担当

係長、西坂係長もご参加いただいております。どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは議題に移らせていただきます。 

議題 1の当会議の議長、副議長の選任についてとなります。 

会議要綱第４条に、推進会議の議長は委員の互選により定めると規定があり、この間、

推進会議の議長については、学識者の先生方にお願いをしてきた経過がございます

ので、議事の進行役としての議長を事務局より推薦させていただきたいと存じます。 

今年度につきましては、学識者より、神戸学院大学准教授の川本委員にお願いした

いと存じますが、皆様いかがでございましょうか。 

 

（会場内より） 

異議なし。 

 

（司会） 

ありがとうございます。それでは皆様からの拍手によりご承認をいただきましたので、川

本委員に議長をお願いいたします。 

それでは続きまして、川本議長には副議長のご指名をお願いいたします。 

 

（川本議長） 

はい。副議長にはですね、昨年度に引き続き、小玉委員にお願いしてもよろしいでし

ょうか。 
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賛成の方は拍手で承認をお願いいたします。 

 

（小玉副議長） 

ただいま選任されました、小玉でございます。どうぞ最後までよろしくお願いを申し上

げます。ありがとうございます。 

 

（司会） 

ありがとうございました。それでは皆様の拍手によりご承認いただきましたので、副議長

については、小玉委員にお願いいたします。それでは、これからの議事進行は川本議

長にお願いいたします。川本議長、よろしくお願いいたします。 

 

（川本議長） 

はい。改めましてよろしくお願いいたします。いきなり議長という大役を仰せつかったわ

けですけれども、小玉大先輩が断られたということもありました。それぐらいの経緯がご

ざいまして、私に役が回ってきたということをお含みおきをしていただければと思いま

す。 

北区は本当に僕の地元ということで、天満も親しみのある町でございまして、非常に楽

しく毎回来させていただくことができるんじゃないかなというふうにも思っています。 

これまでの経緯等は僕よりも平尾先生のほか、小玉副議長、また皆さんの方が、よく知

っておられるというふうに思ってますけれども、いろいろとご指導いただきながら、円滑

に進行を務めさせていただければというふうに思いますので、最後までどうぞよろしく

お願いいたします。 

それでは議事を進めて参りたいと思いますけれども、15 時 50 分までには終わりたいと

いうふうに思っていますので、皆さんご協力のほどよろしくお願いいたします。 

それでは早速議題に入って参りたいと思います。 

議題 2、北区地域福祉計画令和 5 年度の成果と今後の課題につきましてということで

事務局より説明のほどお願いいたします。 

 

（事務局）。 

福祉課の牧島と申します。どうぞよろしくお願いします。 

私の方からは、第 2号議案という形でご提案をさせていただきます。 

まず、本日の資料の確認をお願いいたします。会議の次第、委員名簿、共に１枚もの

となります。 

会議の議題で使用する資料は、４点ありまして、【別紙１】の２種類と、【別紙２】、【別紙

３】の合計４種類があります。 

１つ目は、右上に【別紙１】と記載され、左上の資料名に「北区地域福祉計画 令和５
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年度の成果と今後の課題について」が記載しておりますＡ３サイズのホッチキス止め資

料。 

２つ目は、右上に【別紙１（説明資料）】と記載されている「パワーポイントの資料」となり

ます。 

３つ目は、右上に【別紙２】と記載されている「これまでの地域福祉推進会議、地域支

援連絡会議での検討内容」（第１期・第２期地域福祉計画）となります。 

４つ目は、Ａ４サイズの横向きの資料となります。右上に【別紙３】と記載されている「第

３期北区地域福祉計画策定の進捗について」の以上４点となります。ご確認にいただ

けましたでしょうか？毎年、この第１回目の会議は、昨年度１年間の取組内容を確認し

てただくことになっておりまして、資料内容が膨大な量となっており申し訳ございません。

委員の皆様方には、事前に資料を配付させていただき、ご覧いただいているかと思い

ますので、説明は簡潔にさせていただきます。 

私の勝手なこだわりといいますか取り組みで、会議資料を新しい委員にお配りするとき

は、委員さんが活動されている地域の拝見とお顔合わせをさせていただくために、自

分自身が自転車で現場を廻ってお持ちするということに取り組んでいます。お仕事と

か、お留守の方もいらっしゃったんですけれども、新しくなられた委員さんの医院であ

ったり、活動されているところに行かせてもらって、そこの地域を見させてもらって、会

議の前に、一度お顔を合わせてさせていただくっていうことをやらせていただいており

ます。 

では、資料の説明に入ります。 

１つ目の資料【別紙１】については、各種取り組みの柱や主体ごとに、令和４年度と令

和５年度の成果と課題と方向性が、“細かく”記載されております。 

資料が９ページに渡り、沢山あり、取り組み内容も細かく記載されておりますので、本

日の会議では、２つ目の資料【別紙１（参考資料）】のパワーポイント資料、こちらの資

料だけを使って説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、資料を使って説明をさせていただきます。会議室正面のプロジェクターでも

同じ映像を映しておりますのでご参考としてください。 

各イラスト・画面の右下には、ページ番号を記載しております。 

１ページ 標題名を記載しております。 

２ページ こちらが、第２期福祉計画のポイントとなります。 

基本理念は「人と人とのつながりと支え合いのまち北区」とあり、 

そして、取り組みの柱として、「３つの柱」、「大切にしたい６つ視点」を記載しています。 

令和２年に策定しました「北区の第２期福祉計画」ですが、当初は５つの視点で取り組

を進めてきましたが、令和４年６月の地域福祉推進会議において、中間年の見直しと

して、大切にしたい視点に新しく「気にかける地域づくり」として、付帯決議を追加して

います。 
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４ページからは、「３つの柱」の具体的な取り組みを記載しております。 

「１ 地域でつながり支え合う活動の支援」としまして、その取り組みの目標と、将来イメ

ージを記載しております。 

５ページは、４ページの具体的な、詳細な取り組み内容を記載し、６ページは、北区に

おける令和５年度の取り組んだ実際の内容を記載しております。 

◆の１つ目として、地域でつながり支え合う活動の支援では、ふれあい喫茶・食事サー

ビス・いきいき百歳体操・はつらつ脳活性化教室を開催してきた中で、コロナ禍を経験

し、地域の支え合いや事業継続の大切さを学び、各地域が工夫を重ねて事業を継続

させてきたこと。 

◆の２つ目として、小地域福祉活動計画に基づく活動の推進では、地域における実

情・特性に即した課題の解決に向けた活動の支援を区社協を中心に行ってきており、

令和５年度では、大淀西と豊崎東の２地域において第２期の小地域福祉活動の策定

を行ってきました。 

◆の３つ目として、マンションコミュニティの形成に向けた支援では、区内の約９割がマ

ンション世帯であることを踏まえ、マンション内の居住者同士のつながりづくりや、マン

ション内外の交流、連携を促進し、地域コミュニティの活性化を図る参加・参画を促す

事業を推進とありまして、区役所の地域課、区社協、包括支援センター等が取り組ん

できています。 

７ページには、①災害時にも支え合えるつながりづくりとしての、活動の実績内容を掲

載し、 

８ページには、③地域福祉活動への多様な主体の参画と協働の推進としての、活動

の実績内容として、フードドライブ、フードパントリー、スマホ教室の開催や、スポーツイ

ベントの取組を掲載しております。 

９ページは、「３つの柱」の２つ目として、「２“きめの細かい”相談・支援の充実」としまし

て、その取り組みの目標と、将来イメージを記載しており、10 ページは、９ページの具

体的な、詳細な取り組み内容を記載し、11 ページから 14 ページに、各項目ごとの北

区における令和５年度の取り組んだ実際の内容を記載しております。 

15ページは、「３つの柱」の３つ目として、「３ ふくしのまなび」としまして、その取り組み

の目標と、将来イメージを記載しており、16 ページは、15 ページの具体的な、詳細な

取り組み内容を記載し、17ページと 18ページに、各項目ごとの北区における令和５年

度の取り組んだ実際の内容を記載しております。 

こちらのほうは、北区でどういうことをやってきたかという取り組みを記載しておりまして、

福祉教育の継続っていう形で、認知症のサポーターを養成してきたり、あと、区役所の

福祉課においても、大学生の学生を受け入れて、実際に福祉行政を学ぶという形で、

人材育成を推進したり、また事務職が、社会福祉主事の任用資格を取るために、研修

講座を受けたり、福祉の学びを取り進めているということを掲載させていただいておりま
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す。 

最終ページの 19ページに、今後の課題と進め方をまとめさせていただきました。 

前回、３月 22 日に開催された地域福祉推進会議でも、各委員さんから様々なご意見

をいただいております。 

・北区の特性である、マンションコミュニティとのつながりづくり や 

・１９地域それぞれの個性を活かした活動や取組の継続 

・民生委員児童委員協議会や障がい自立支援協議会の独自の取組 

・情報発信や情報共有の方法の課題など、一方的な情報発信ではなく、一人でも多く

の方へ、地域の活動や北区の地域福祉計画が共有させるような取り組みであるとか、

貴重なご意見をお聞かせいただいておりますので、次期計画の策定に向けて、現行

計画の取組や課題について、検証と構築を繰り返して、意見聴取や区役所内会議や

策定会議等での議論を踏まえ、この間、ご議論いただきました、北区の次期計画のキ

ーワードと成り得る「気にかける」から「気にかけあう地域づくりにむけて」、令和７年３月

までに策定する第３期の福祉計画へ上手くバトンが引き継がれるよう取り組みを進めて

いくこととなります。 

 

続きまして、【別紙２】「これまでの地域福祉推進会議、地域支援連絡会議での検討内

容」（第１期・第２期地域福祉計画）については、参考にお渡しさせていただいた資料

となっております。 

「地域福祉推進会議とは」、「地域支援連絡会議とは」ということで、それぞれの会議体

の位置付けや役割を掲載してています。 

また、第 1期計画の当初から、これまで会議で取り扱った議題内容を全て掲載し、 

８ページ以降には、第１期から第２期へ移行した際の整理内容が掲載しております。 

第３期計画の進捗については、この後の議題３でご説明させていただきます。 

以上が、令和５年度の取り組みと成果の報告となります。 

 

（川本議長） 

はい。ありがとうございます。 

内容的には非常にボリュームのある取り組みを５年間かけて進められていたということ

もありまして、かなり記憶をたどりながらという委員の皆様も多いかなというふうに思いま

すけれども、今ちょっと端的に要点をご説明いただきましたけれども、何かご意見ご質

問等ございましたら、ぜひと思いますがいかがでしょうか。 

私の方からちょっといろいろとお聞きしたいなというふうに思うんですけれども、まず、

辻󠄀委員、いかがでしょうか。この間の取り組みも含めて、ご感想等もいただければ嬉し

いですが。 
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（辻󠄀委員） 

まず私たち民生委員は、この頃、守備範囲がものすごく広くなっています。まず、子ど

もの問題。それに、もちろん生活困窮とか、そんなことからはじまりまして、子どものいじ

めや諸々の問題、その次に独居老人、お一人暮らしのお年寄りの見守り、その次に要

支援者、ご病気やとか、いろんな不自由なことを申し入れがある方の、そういうお世話

というか、気にかけることなどいろいろありまして、本当に計画の中にすべて入れちゃう

かなと思って、どないしようかなと思っているんですけど、こういう計画立てていただくの

は本当ありがたいので、これに従って、我々の活動も続けていきたいというふうに思っ

ております。 

これから第 2 期からまた第３期というような形になりますけど、わかりやすい内容で、

我々が活動しやすいような形になっていっていただければ、民生委員としては大変あ

りがたいなというふうに思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。以上です。 

 

（川本議長） 

ありがとうございます。本当に民生の皆さんがいないと、なかなか虐待も孤独死の件も、

独居の方の見守りも機能しないので、非常に守備範囲はおっしゃる通り広くなってきて

いるだろうと思います。 

特に、北区はマンション住民が９割ぐらいおられるってことで活動もなかなかしにくい状

況かと思います。 

 

（辻󠄀委員） 

すみません。よろしいでしょうか。この前、医師会さんの方から話がありまして、私はちょ

っと参加できなかったんですが、マンションにどうやって入り込むかというか、どんなふ

うにして道筋をつけるとか。というのは非常に個人情報や色々と難しい問題もあります

し、本当に中になかなか入れないというか、そんなこともありますので、これからもっとも

っと考えていかなあかん、という話がでましたので、これからますます増えていくと思い

ますので、考えていきたいというふうに思っております。 

 

（川本議長） 

はい。ありがとうございます。「マンションと自治会」という関係で、全国でも非常に難し

い問題にはなっているとは思うんですけれども、これだけ９割の方がマンション住まいと

いうことであると、これから益々、地域活動との壁というのは高くなっていくだろうという

ふうに思いますので、何かね、活動しやすいような仕組み、仕掛けというものを考えな

いといけないなというふうにも思います。 

さて続いていかがでしょうか。あと２名ほど何かご意見いただければ嬉しいなと思うんで

すけども、お願いします。はい。 
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（岩岸委員） 

いまの話で、こないだ医師会の会議がありまして、先生が中心なってやっておられた

んですけども、今のそのマンションに対する独居老人の対応を医師会としても危惧して

います、という話し合いがありまして、辻󠄀会長はちょっとネットができなくって、参加でき

なかった。 

いやいや、ごめんなさい。医師会の方のネットがちょっと不都合がありまして、残念なが

ら参加できなかったんですよ。 

そういう中で、私がマンションに対するそういう人の救援ですか、その時の入り方です

か、どういう方法があるかいうのもその会議の中で申し上げたんです。 

その会議には、消防署の方もおられて、消防署は緊急の時は入る術を持っておられる

んです。 

消防署に連絡するのが 1 つの方法で、それから、警察も術を持っておられるので、警

察の方に連絡するのも１つの方法で、 

それで問題はそこで誰がどうするかいう、そういう仕組みで、いつ誰に何を言うか、何

かのときに誰が一番「主」になるかというのはやっぱり、この福祉課になると思うんです

よね。また、福祉課に言ってくると思うんですよ。 

例えば、社協に言うならば、社協に言ってくる。民生委員に言うことであれば、その方

が、役所に言うて、そういう仕組みを構築しておけば、「警察、消防と医師会とタッグを

組んでやっていただくよりは、」といって、今、私がお願いしているところなんですけども、

その辺は逆に今度、役所に聞いてください。よろしくお願いいたします。 

 

（川本議長） 

そうですね。はい。ありがとうございます。 

最後、もし何か今のご見解で事務局としてあれば、後程お伺いしたいなというふうに思

います。どうでしょうか。あと 1 名ほどいろいろとご意見いただきたいなというふうに思う

んですけれども。すいません、こちらから聞きたいなと思います。米田委員、いかがで

しょうか。 

 

（米田委員） 

はい。今まで、ずっとマンションばかりの話ですけど、これは、やっぱりヒシヒシと感じて

いる課題でして、特にタワーマンションではセキュリティがすごく高いというか、何重にも

セキュリティがあってハードルが高い。もし仮に独居高齢の方が夜中に倒れた場合、

かかりつけ医として、非常にゾッとするような時代なんですよ。それだけでもすごくどうな

のか、不安ばっかりなんですけれど、その辺のことを少しずつ、関係者の方と協議しな

がら対策を立てていければ、すぐに簡単に解決する問題ではないと思うんですけども、
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いろんな意見いただいて、解決したいなと思っているところです。 

私個人的には、先ほどご挨拶申し上げましたけども、地域支援連絡会議の方にちょっ

と今ちょっと参加させていただいておりまして、「つながり」という面で、いろいろ考えさ

せてもらったんですが、やはり特に福祉とか、何か孤独な方というのは、直接、我々医

療者としては関わりがちょっと機会が乏しいというのがありまして、こういう会議で現実を

知らされて、「あっ、そういうことなんだな」と思い、一応会議には参加するんですが、こ

れが会議を通じてどこまで我々にフィードバックされているのか、というふうに常々思っ

ておりまして、その辺が今後、この会議を通じて、医療側にもオープンになっていけれ

ばなっていうふうに思っております。以上です。 

 

（川本議長） 

ありがとうございます。いや、ちょっとお聞きしたいんですけども、タワーマンションのセ

キュリティすごいですよね。そのなかで患者さんが倒れて、ご連絡はされるけど、その

後に反応が薄いとかっていうようなケースがあった場合、どういうふうにこれまでご対応

されていたんですか。 

 

（米田委員） 

幸い、ヘルパーさんとかケアマネさんとかに何とか連絡が繋がって、何とか事なき終え

てるケースが多いんですけど、中にはやっぱり警察にお願いしたりすることがあったり

するんですけども。私個人的にはそこまでの経験がなくて、いまんとこ、何とか最終的

にはどこかで繋がって、何かこう、あれですよね、ＳＯＳの連絡システムがあるんでしょう

か。そんなことで、うまいこと入り込んだっていうケースがありますけども、やっぱりたま

たまっていうか、絶対、確実性っていう意味ではすごく低いと思うんです。そういうのが

あるので、もうちょっと何ていいますか、より確立の高い連絡の取り方というか、マンショ

ンへの入り方を考えていかないといけないと思います。 

どうしてもセキュリティが高いところは、住民の意見もすごくあると思うので、なかなかう

まくいかないと思うんですけども、やっぱり管理組合といいますか、そこら辺でちょっと

もうちょっと我々の意見を聞いていただいて、何かこう、マンションの中で、なんかそう

いう取り組みもちょっとしていただけたらなというふうに思っております。 

 

（川本議長） 

はい。ありがとうございます。すごい重要なポイントで、北区ならではというか、都市圏

ではこういうような問題というのはお医者さん側にも色々と抱えられているんだなんてい

うことを実感しました。本当に、これは、何かどこかのマンションでモデルケースができ

たら他も横に横展開していけるような話にもなってくるかなと思いますので、今は「ケー

スバイケースで運よく」ということが、本当に印象的でございますけれども。何かどこか
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で仕組み化していくっていうことも重要なポイントだなというふうに思いました。すみま

せん。平尾委員は、これまでずっと関わられていたということで、成果に対して何かご

意見等あればと思います。 

 

（平尾委員） 

はい。第２期計画に移る頃から関わりを持たせていただいて、ただやっぱり、この第 2

期から 3 期にかけてやっぱり一番大きなアクシデントは「コロナ」だったというのは、非

常に大きな要因としてあって、「さぁ、これからや」というところで第 2 期計画を立ててス

タートしようと思った矢先に、もうそれが全く許されない状況になってしまって、その中

でも、やはり社協さんとも連携しながら、今、地域でできることは一体何なのかというとこ

ろを模索しながらやってきた、この 5 年間の大半だったのかなというところで見ていると、

やはり都市部の特有というか、北区特有といった方がいいのかもしれないですけど、本

当の地域性ですよね。地域支援連絡会議の方でもやはり、地域包括だったり医師会

の先生方とも一緒に、ワークショップしていただいて、やっぱりそういう意見を重ねてい

く中で、今、自分たちにできることを、これからやろうとすること、しなきゃいけないことが

一体何なのかっていうことを、非常に危機迫った中で、皆さんにご意見を出していただ

いて、計画に対する評価という形も含めて、やってきた部分はあるのかなというふうに

思っています。 

ただ、やっぱりマンションと、これも地域支援連絡会議の意見でも出ていたんですが、

やっぱりそういう地域福祉とか地域活動といって、関わってくれる人は 9割ではなくて 1

割の方の人たちが主に取り組みをしていると。それをもって、こうなんか「地域」って言

い切っていいのかなみたいなことを、活動されてる方々も、やっぱり肌に感じておられ

るというのはひしと感じてきた中で、やはり都市部特有の地域福祉のあり方って、私もこ

んな大きな都市で関わりを持たしてもらうことも今までなかったので、私も悩みながらも、

皆さんと一緒に悩みながら、もがきながら、ただ、そういった苦しい時期をみんなで協

力し合って、やってきたっていうところは、力は貯まっているのかなと思います。 

それをどうやってこう発揮していくのか、さっき辻󠄀委員もおっしゃっていたみたいに、や

っぱりこの計画が、やっぱり自分たちの活動に反映しやすい、取り組みに乗っかって

いきやすいというようなところは、皆さんが多分望んでいるというか、期待しているところ

ではあるのかなと思いますので、今までのことを踏まえながら、アフターコロナといわれ

る中で、どうやってもう 1 回、その地域を、見直して作り直していくというところで、今回

の第３期計画は非常に大事になってくるんじゃないのかなというふうに思っていました。

ただ、本当に地域の方々、地域包括の方々、社協の方々や医師会の方々、それぞれ

の立場で、本当にもがいて、どうしよう、どうしようといいながら前に進もうとしたエネルギ

ーというのは連絡会議の方でも非常に感じているので、それをうまく計画に反映できる

ような形にしていきたいなというふうに思います。というところが、評価とか課題とか方向
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性というと少しあれかもしれないんですけど、そういったことを踏まえて、この第３期計画

をより良いものにしていきたいなというふうには思っています。はい。以上です。 

 

（川本議長） 

はい。ありがとうございます。事務局の方いかがでしょうか。マンション関連のことを含め

て、今ご意見いただいたことに対して何かご回答等あればと思うんですが。 

 

（事務局） 

はい。平尾先生の方からまとめてお答えいただいたような形になっていますけれども、

いろんなご意見をいただきましてありがとうございます。 

辻󠄀委員からは、わかりやすく、活動しやすい活動ができるようにそういう仕組みであっ

たりとか、仕掛けを作って欲しいということのご意見をいただいたり、岩岸委員からは、

地域でもいろいろ考えて取り組みを進めているので、福祉課の方でも構築できるような

形で考えて欲しいというご意見をいただきました。 

米田委員は、いろんな会議や地域支援連絡会議とかにもご参加いただいて、その情

報を医療側へもフィードバックして、情報共有ができていない部分もあるということで、

少し課題として今見えてきましたので、今後、計画を作るにあたって、いただきましたご

意見を反映して、より良いものを作っていきたいと思いますので、これからもご支援、ご

協力よろしくお願いいたします。 

 

（事務局） 

すみません、福祉課長の中野です。ちょっと事務局で補足させていただきたいと思い

ます。先ほど牧島の方から各委員のご意見の内容を総括して、まさしくその通りかなと

思います。 

辻󠄀委員は、民生児童委員のお立場ということで、この計画にありますような非常に困難

を抱えられている区民の方への日頃からの見守りということ、それから、まさにすべての

課題がこの計画に、ということをおっしゃっておられて、すごく課題認識を、民生児童

委員としても持っていただいているのは我々としても頭の下がる思いです。 

なおかつ、今、北区の民生委員児童委員協議会では、普段からの民生委員の本来の

活動に加えて、独自の取り組みとして、防災の取り組みと SDGsの取り組みということで、

子どもたちの見守りということで、副会長を部会長に据えて、取り組みを検討いただい

ているということで、まさにそれが地域の中で、自主的に民生委員児童委員の皆様で

取り組みをいただいているということ、これがこの第２期計画の中での誇るべき成果で

あるかなあと思っております。 

それから岩岸委員から地域の代表ということで、特に今回ご意見いただいたのは、マ

ンションにお住まいの高齢者とか、独居の方についての見守りというようなことを、地域
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の代表ということで医師会に向けて、ご意見を言っていただいて、それを受けて、米田

委員からの、どうすべきかというようなことを、課題認識としていただいたかなあと思って

います。岩岸委員もおっしゃったように今、そういった私たちのところにも、安否がちょ

っとよくわからない、高齢者の方についてのお問い合わせとかがあるんですけど、そう

いったときには、私たちの職員であるとか、社会福祉協議会の見守り相談室の方とかと

一緒になって現地に行くんですけども、ドアをたたいても出てこないとなると、いよいよ

警察、消防とかに連絡をして、というようなことにもなってきましょうし、お医者さんのこと

がいるというんであれば、お医者さんに連絡することになるのですが、そこでやっぱ出

てくるのは、誰かの許可がないと入れませんとか、身内の方にちょっと連絡を、というよ

うなところがいつも壁になってくるのかなと感じております。 

そういったときに、岩岸会長がおっしゃったような地域からの要請であるとか、それから

米田委員がおっしゃったように地域支援連絡会議で、いろんな委員の方が会議にも

参加をいただいております。社会福祉協議会や私たち役所もそうですし、民生委員児

童委員、或いは障がい者も含めた民間の事業所の方とか、それから私たちが事務局

を持っている、例えば高齢者、障がい者の虐待防止の協議会では、警察・消防の方に

もご参加をいただいて、普段から顔が見える関係を築きながらお願いをして、やっぱこ

う現場に行ったときにそういう地域の方からのお声であるとか、普段からそういったとこ

で顔を知っていて、課題を共有しているってことは非常に大きいので、やはりそれは、

この間の、この地域福祉計画の中に基づいて、主催しております地域支援連絡会議

であるとか、そういったことの成果かなあと思っておりますので、地域振興の方から、そ

ういったことを医師会の会議で少し発言しておくとか。 

或いは医師会の方からも、そういうことを発言しておこうかとか、民生委員児童委員の

方からもとか、この他にも社会福祉協議会からは事務局長もいらっしゃっていますし、

副議長は会長でもいらっしゃいますし、施設の代表は長谷川委員もいらっしゃいます

ので、そういったことをここに集まって、課題を共有していくということが、非常に大きい

ことだと思っていますので、第３期計画に向けても、こういう計画の中で、文言だけを作

るのではく、むしろそういう地域支援連絡会議の取り組みであるとか、そういう地域での

人との繋がりっていうところは、これは計画を運営していく中で、是非ともその血となり

肉となるように、計画の内容づくりとともに、引き続き、引き継いでいきたいなあと、ちょ

っとそんなふうに、担当課長としては思っております。ちょっと補足でございますけれど

も、引き続きご協力よろしくお願いいたします。 

 

（川本議長） 

はい、ありがとうございます。今、おっしゃっていた本当に平時の繋がりというのが、ど

れだけ広がるか、質が高まるか、というのが有事の際非常に重要だっていうのは、僕も

能登の方に何度も入らしていただいている立場からすると、ほんまに、事前の準備って
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いうものがどれだけ大事か、というところが目に見えてわかると。 

今回、防災の面では能登は非常に遅れていた部分がございましたので、非常に現状

もかなり厳しい状況が続いているというところもありますので、本当に防災の観点からい

っても、日頃のつき合いというか、行動をどう広げるのか、それを都市部として、どういう

ふうな方法でやっていくのかっていうのは、常々考えないといけないポイントだなという

ふうに思います。はい。ということで続いての議題に進行して参りたいというふうに思い

ます。 

議題 3 に移ります。「第３期北区地域福祉計画策定の進捗について」ということで、事

務局からご説明お願いいたします。 

 

（事務局） 

はい。では別紙の 3 に基づきまして、福祉課長中野より、簡単にスケジュールの、ご説

明をさせていただきたいと思います。お手元の別紙３の資料、或いは前のスライドの方

をご覧いただきたいと思います。 

1 枚めくっていただきまして、第２期計画の柱立てについては、もうこの間、縷々（るる）

ご説明をして、今日の冒頭のところでもご説明をしたということで、改めてこれも確認で

ございます。 

第２期計画の基本理念、「人と人との繋がりと支えのまち北区」という大きな基本理念の

もとに、6つの視点がありまして、もともと第２期計画が策定された当時は 5つの視点で

あったのですけれども、コロナを経て、中間時点で改めてこの計画を見直す、或いはこ

の推進会議でご意見をいただく中で 1 つ、「気にかける地域づくり」というお互いに、コ

ロナ禍の中で、お隣り、ご近所との繋がりというのが希薄になる中で、やはりこれが次の

時代のキーワードになるかなということで、第２期計画の途中でありますけれども、この

視点を新たな視点として盛り込ませていただいております。そういった視点のもとで、3

つの柱を立てまして、それに基づいて具体的な計画を進めてきたというところでござい

ます。 

地域での支え合い、いわゆる地域福祉、地域での見守りといった仕組みづくりという支

援と、それと相談支援ということで、どんな相談どんなお困りごとでも漏らさず、汲み取

ってきめ細かく対応していく、相談支援の充実ということと、福祉についての広い学び、

それは私たちの職員研修というようなことから、地域の中で、福祉とはどういうものかと

か、福祉について関心を持っていただいて学んでいただく経験していただく。そしてそ

の中から、担い手をどんどん増やしていくというところは、この上の地域で繋がり合う、

支え合う活動支援というものにも繋がってこようかなと思います。 

第３期計画につきましても、この 6つの視点と、3つの柱というのは、これはこの間、第１

期計画、第２計画を続けてくる中で、北区が辿り着いた財産でもあろうかと思いますの

で、事務局としては、この柱を大事にしながら、この考え方を引き続き第３期計画の中
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に引き継ぎながら、具体的な、今日的な、課題も盛り込みながら策定をしていきたいと

思います。 

その中には、6 つの視点に「気にかける地域づくり」からさらに 1 歩進んで「気にかけあ

う地域づくり」であるとか、そういうようなところを盛り込みながら、少し事務局の方でで

すね、今後、地域からもご意見をいただきながら進めていきたいと思っております。 

次に、簡単にスケジュールの方ですけれども、すでに令和 6年 4月が始まりまして、今

はもう 6月を迎えようかというところでございまして、これから第２期計画の検証を、今日

もこれが検証になっているわけですけれども、同時並行に進めながら、あわせて第３期

計画の作成案を進めようと考えております。その中には、今日の推進会議でありますと

か、庁内会議の中で策定会議、区役所と、これには川本議長にもご参加いただいて、

策定会議等も進めながら、原案づくりを進めていきたいと思っております。 

併せまして、民生委員児童委員の皆様でありますとか、地域の中で活動いただいてお

ります社会福祉協議会の関係の方とかには、少し何て言うんでしょう、紙面ヒアリング的

な簡単なアンケートというような形で、個人的な課題について、或いは普段の活動の中

で感じておられるようなことのご意見を集約させていただいて、そういったことをこの 6

月、7 月、8 月と、同時並行で進めさせていただいて、原案の策定をこの 10 月には作

って参りたいと考えております。 

この会議で、またその原案を諮らせていただきまして、12月の年内には、パブリックコメ

ントということで、これはもうこの時点で広く、原案を公表して、区民の方にご意見、コメ

ントをいただくということを行って、それで反映すべきところを反映する。或いは計画を

進めていくにあたって留意するというところはしたということを踏まえて、今年度３月には

公表して、各地域、区民の皆様に広く周知を図って、令和７年４月から計画自身を第３

期の計画、5 ヵ年計画になりますけれども、進めて参りたいと思います。 

スケジュール的にはこういったことになっております。この北区の地域福祉計画では、

先ほど申し上げたように、3 つの柱で作られておりますけれども、計画によりましては、

例えば、高齢者に対する課題であるとか、障がい者に対する課題であるとかというふう

に、対象の方とか、そういった方の対象別に、課題を抽出してその対策を計画するとい

うとこもありますが、北区の場合はもう第１期計画、第２期計画のときから、そういう分類

別とか種別ではなくって、こういった横串を刺すような形で地域での仕組みづくりと、相

談支援体制と福祉の学び活動づくりというような大きなくくりでやっているというのが北

区の特徴かなと思っておりますので、引き続き、こういったことを大切にしながら、第３

期計画に向けて作業を進めて参りたいと思います。 

また折に触れて、ご意見、ご報告させていただきたいと思いますので、ご協力よろしく

お願いしたいと思います。私は簡単ですけれども第３期計画の方向性とスケジュール

についてご説明をさせていただきました。ご審議よろしくお願いいたします。 
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（川本議長） 

はい。ご説明いただきましてありがとうございます。只今、進捗といいましょうか、どういう

ようなことを柱にして、どういうスケジュールで進めていくのかというご説明をいただきま

した。かなり、優等生な計画スケジュールやなというふうに捉えています。 

もう少し言うならば、結構タイトなスケジュールになってきていますので、ここでせっかく

ですので、皆様にひと言ずつ、ご意見等をいただきたいと思っています。 

地域福祉計画に何を載せるべきかというよりは、普段の活動からこれまでを振り返って

いただきつつ、これからこういうことをしっかりと議論していかないといけないんじゃない

か、みたいなところを含め、ざっくりとしてでも結構ですので、いろいろとご意見いただ

ければというふうに思っています。お 1 人ずつまわしていきたいと思いますけれども、

渡島委員からいかがでしょうか。 

 

（渡島委員） 

はい。私の豊仁地域では、「ふれあい喫茶」や「脳活性化」「百歳体操」などが、やっぱ

りそういう人と人との繋がり合える事業となっており、女性の人が来られることが多いで

す。そういう地域での繋がりは大切だと思っていて、だからもっともっと女性同士で話し

合って、何かできることはないかなという考えはあるのですが、いろいろと民生委員の

方も活動されているので、すごくそれは安心かなあと思っております。 

 

（川本議長） 

ありがとうございます。女性会や民生委員の人も、いつもこうなんか同じ人ばっかりに結

構負担がいって、あれもこれもそれもっていってくると、このような委員会の場面でも同

じ人で、まわしていかないといけないというようなところも大変な問題なのかなと思いま

す。 

担い手の話とかも十分議論しないといけないという意見をいただきました。ありがとうご

ざいます。続いて、岡田委員にお願いしたいのですがいいでしょうか。 

 

（岡田委員） 

はい。岡田です。私は歯科医師会に所属しているんですけども、北区という場所はや

っぱり非常に難しい場所なのかなあと考えています。どういうことかといいますと、地区、

地区によって非常に町の状態が違うと、梅田であれば本当にその大都会の真ん中で、

人々がすれ違っているだけで、場所も非常に大きいですし、逆にこの辺りの天満、天

六になると、下町の、いまだに地に根づいた人たちが活動しているような場所があり、

こういうものを一括りでやっていけるのかなあという気はしています。先ほど来から、マ

ンション問題がいわれておりますけども、マンションでも都心部にあるものと、ちょっと地

域に根づいたような場所ももちろんあるので、そこら辺の区割りが非常に難しいかなあ
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というふうに思います。 

だからといって、それをケースバイケースで分けていくと、もうとんでもない計画になっ

てしまうと思うので、そこら辺が非常に難しいのかなあという、ちょっと心配しております。

以上です。 

 

（川本議長） 

ありがとうございます。ごもっともですね。僕は下町育ちで豊崎本庄のあとは天八（天神

橋 8 丁目）にずっと住んでおりましたので、またそれでも全然エリア制が違って、暮らし

方も大きく変わるなというふうに思います。あれですよね、小地域福祉計画が 2 地区ぐ

らいでやっているんでしたっけ。 

 

（事務局） 

はい。第２期の小地域福祉活動計画を作ったのが 2 地域で、小地域福祉活動計画自

体を作っている地域が 19地域のうち９地域あります。 

 

（川本議長） 

9 地域までってことで、小地域っていうのは小学校区で一単位に捉えている。でも小学

校区の中でも、路地が変わると全然雰囲気が変わるということもありますけれども、この

北区全域で捉えるというよりは、せめて小学校区レベルで、それぞれの実情に応じて

やっていかないといけないんじゃないかというところもございますので、今おっしゃる通

りで小地域の単位で、もっともっと深めていくということを、検討しないといけないという

ふうにも思いました。ありがとうございます。続きまして坂東委員いかがでしょうか。 

 

（坂東委員） 

すみません、坂東です。よろしくお願いします。 

皆さんに比べたらまだ私は北区でお世話になってからまだ 30年ぐらいで浅いほうかな

という感じですけども、マンション問題とか、今、岡田先生がおっしゃったような北区の

特性はその通りだと思って聞いておりました。 

私たちも組合、薬剤師会という会で動いているんですけれども、昨今、地域包括ケア

システムというものが策定されておりまして、その中に診療所・歯科医院・薬局というの

も含まれていまして、1 人の方を地域で診るという包括ケアシステムで、これからもどん

どん策定されて完成さしていこうという真っ只中なんですが、その中に、やっぱりこの薬

局としましても、最近、在宅医療で訪問させていただいたりとか、もうどんどん増えてき

ているところで、米田先生にもお世話になったりとかしているところであります。 

それで何ていいますか、地域の繋がり、連絡というもので、最近、時間外で、日中なら

まだ薬局さんと患者さんとコンタクトを取りやすいと思うんですけれども、やっぱりその
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他、休日とか夜間の問題、そういうのもちょっと話題に挙がっていまして、先ほどいいま

した、地域包括ケアシステムを完成させるためにはそこにも、ちょっともう少し手厚くと

いうことの意見があります。 

それを踏まえまして、厚労省からの方も、その地域に対応できる時間の周知を徹底す

るようにということで言われておりまして、私の北区薬剤師会では、今、各所属の薬局さ

んに、休日・夜間の対応状況を、今、お尋ねしているところで、明日、明後日の 6 月 1

日に公表するということになっております。 

私のホームページ見ていただいたら、各施設のそういう時間的なものもアップされてい

ると思います。この辺、行政側がどこまで資料持たれているのか、ちょっとわからないん

ですけど、もし、そういう活動であったり、活用をしていただけるんであれば 6月 1日以

降、きっちりと、もう出ていると思います。これは大阪市北区の話で、薬剤師会に入られ

てないところもあります。その辺はちょっとどういう状況になるか、お願いされて一緒に

載せてくださいという我々のホームページに載せてくださいというところであれば、載せ

てはいるんですけれども、こちらからは、その非会員さんのところには別に声かけはし

ていないので漏れはあると思います。会に所属しているところは全部載っておりますの

で、またそれも参考していただけたらと思います。 

どうしても北区以外の薬局を関わられている方や関わっている薬局など、いろいろある

と思いますが、そういう方に関しては、大阪市北区のもう 1つ上の方の大阪府の方の薬

剤師会の方のところにも休日夜間で対応できるというところのリストが、これも 6 月 1 日

から、もう多分ちょっと先行してアップされているとは思いますけれども、もしよかったら

参考にしていただいて、もしそういう方がいらっしゃったら、つなげていただいたらいい

んじゃないかなと思って聞いておりました。意見じゃなくて連絡事項になってしまいまし

たけど、よろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

 

（川本議長） 

はい。ありがとうございます。非常に有益な情報をいただけたかなと思います。ちょっと

僕がわかっていないので教えて欲しいんですけれども、例えば薬局の方で在宅医療

の患者に対して、薬剤師さんが直接訪問されているような薬局さんというのは結構数が

多いという認識でいいでしょうか。 

（坂東委員） 

ほぼ依頼が来れば、行くことは可能だと思います。ただ、あとマンパワーとか、その辺

は少し各施設によって違うと思いますけれども、何とかやりくりしてちょっと時間がズレる

けども行っているとか、私のところも人が少ないので、ある程度、時間を見つけて、少し

後の時間で行ったりであったり、申し訳ないんですけど終了してから遅い時間に出向

いたりとかはしています。その辺はケアマネさんとか、訪問看護師の方とかと連絡は取

り合って、今日だったら何時頃に行けますとか、いうふうなことはやっています。 
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（川本議長） 

なんか非常に心強いですね。 

 

（坂東委員） 

さっき言いましたホームページにも、この在宅対応というのが出ていると思うので、どう

しても駄目なところはそれはバツ（×）になっていると思います。はい。また活用してい

ただきたいと思います。 

 

（川本議長） 

ありがとうございます。在宅にいる高齢者、独居の方って、どなたでもいいから来て欲し

いみたいなところがあるので。 

 

（坂東委員） 

そうですね。ことらとしても行ったら、なんかいろいろなものは、見させていただいて勉

強させていただいて、たくさん残薬があるとか、いろいろ薬の管理であったり、いろんな

ものをさせていただくことはあります。 

 

（川本議長） 

ありがとうございます。また僕もちょっと見させていただきたいというふうに思います。あ

りがとうございました。続きまして長谷川委員いかがでしょうか。お願いいたします。 

 

（長谷川委員） 

私は、基本理念の「人と人のつながりとか、支え合いのまち北区」というのが単に標語、

プロパガンダにならへんように祈る気持ちです。 

例えば、今の時代は保育所でピアノを弾いたら「うるさい」と電話がかかってきます。子

どもが泣いたら「虐待か」、だから窓を閉めてやってます。もう表では遊べません。 

老人ホームで職員が話すると、これから暑くなると窓を開けてますわね。老人さんは耳

が遠いですよね、大概の方は。 

おっきな声でしゃべりますねん、職員は。大阪弁で「あほ何言うてんの」って、普通の会

話ですやん。「あほ、何言うてねん」って、職員がいうてますよ、おっきな声で。そして、

役所に通報。そしたら私どものところに調査が来ます。これはちょっとおかしいん違うと

思います。 

先ほどから、孤独死の話がよく出てましたけど、私もお寺、お寺が主ですけど、孤独死

になるのは何もお年寄りだけじゃないです。うん。お年寄りは週 1 回でも来てもらいま

す。私も住職になってからでも、何年かに 1人は 1人ずつは亡くなっています。 
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例を挙げると、お元気な独身で住んでいて、ほとんどお付き合いのない人で、ご兄弟

が電話したら出へんからといって、ほっといた。次、そこのマンションから電話かかって

きて、臭いするから、開けてよろしいかっちゅうて、やっぱりもう骨だけになってはった。

そういう電話が何本もあって、一番古い仏さんは、この５月に 27回忌しました。それも、

誰もお付き合いがなく、親戚は北海道しかいてないけど、年忌には来はりました。 

この方は早く見つかったけど、なんでいうのは、週に 1 回親戚に電話をちゃんとしては

りますねん。電話して受話器持ったまま息が止まったみたいで、次の週に電話が架か

ってこないから、娘さんですけど家に行ってみたら、受話器を持ったまま亡くなってい

た。おそらく家族に電話してそのまま亡くなっていた、というようなことで、孤独死という

のは何もお年寄りだけではなく、坂東先生がおっしゃったように週に 1 回でも行っても

うたらすごくラッキー。もう週に 1 回どころか、月に 1 回どころが、何ヶ月、何年も経って

から発見されるんですわ。 

特にマンションが多いというおっしゃいますけど、マンションも老人ホームのように、何

かあったら入るような契約にしとかんとあかん。誰が住んでるやわかりませんよ。 

家族で住んでるか、1 人か、何もわからへん。でも、今やマンションどころか、公営の、

私どもの近所の団地でも、「あそこの人、来いへんな」と井戸端会議してたら、それが

「悪口を言うてる」って、逆に訴えが来ますねん。それって、井戸端会議でそういう心配

をしてもいかんねん。というふうな風潮になっています。だから、私はマンションいうの

は、そういうふうな怖い事情を抱えてしまったなと思っています。入られるときは、それ

はプライベートな空間が欲しい、というので入りはったんやけど、年をとって 1 人になっ

たときには、えらいことになったな。そこから先どうやって、というのを考えはらんと、変

わらへんと思うから往生しはると思います。そのマンションに対する考え方というのは、

それこそ行政も含めて、マンション対策の何か作っていただかんと、なんぼでも孤独死

は増えます。絶対に減ることないです。と、私は予想しております。以上です。 

 

（川本議長） 

ありがとうございます。マンションの自治会というかですね、隣近所のつき合い方という

かですね、これ本当に大きなテーマになって、この北区の地域福祉計画の中では、大

きな議題になってくるんじゃないかなと、これまでもずっと議論されていたと思いますの

で、今期どういうふうにそれを考えていくのかというのは再度整理しないといけないと思

います。 

これ 1 つ確認ですけれども、結構、今、独居の方はますます増えて、単身世帯の数は

増えていくわけで、お 1 人で自宅で亡くなられるというのは、めちゃくちゃ幸せなことだ

と思います。これだから、孤独にというのは 1 人で亡くなられるということだというふうに

捉える場合、孤独死自体が問題というよりはその後の発見されるまでの期間がどれぐら

いかというところが大きくて、大体これは、政策的に定義をすると、大体 3日から 1週間
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以内の間に見つかる場合はまだ孤独死。ただそれ以上経過して見つけられる場合は、

孤立死という表現が結構使われる。孤立というのは、人間関係がない状態で、亡くなら

れて発見までにすごく時間を要したというところですね。なので、1 人でご自宅で亡くな

られるというのは、結構、理想的な終末期だとしても、見つけられないというそんな寂し

さを、いま長谷川委員は、まさにそういうことをご指摘いただいた。だから、週 1回でも、

誰かが訪問してくれてつながりがあるというような状態、社会関係がその生前の中でど

うやって最後まで途切れずあるのかというところが非常に大きな問題かなと思います。 

おっしゃっているようにやっぱマンション独特の、という課題から、ここを整理して、また、

どういうことが検討できるかを議論していきたいなというふうに思いました。 

ありがとうございます。続きまして松本委員いかがでしょうか。 

 

（松本委員） 

はい。すみません。私が、今、お話をお聞きしながら考えていたのは、つい先日ですが、

北区内で、車の中で生活している人がいてはります、大丈夫ですかね、というご連絡

があって、区役所や社協の職員が現在、関わらせていただいているんですけど、こう

いうことって、地域の人たちがやっぱり気づく力とか、どこに連絡したらいいのかという

ことが非常にわかってらっしゃる方が増えてきているのも現実であり、先ほど長谷川先

生がおっしゃった周りも知らん顔で 1 週間経ってきて、臭いがするから見に行ったとい

う気づく力というのを結局、高めていくことがすごく専門職ももちろん必要だし、地域の

人達にも、ちょっとその視点を、より多くの方々に、役員さんとか普段関わってらっしゃ

る方はもう抜群なんですけども、そういうところに気づく力が広がっていけばいいなと思

ったということと、先ほど中野課長のご説明の中に、計画の原案づくりの中でも庁内会

議をしていくんだということをおっしゃっていただいて、前回のこの会議でもお話したん

ですけど、もちろん地域の方々と一緒に計画を作っていく、専門職の意見も入れてい

く、だから、いつも区役所の人達の声というのが、なかなか入りにくいんで、この大きな

館（やかた）の中でも福祉部門の方々、職員の方々というのもすごい多くおられて、や

っぱり非常に厳しい、なんかもう難しい人、私たちの社協でも、区役所でも行ったり来

たりしはるような人がいっぱい増えていて、窓口でも、しんどい思いもしてはるし、逆に

一番こう、地域のことに接してらっしゃる職員の方々の意見を何かしらうまいこと計画の

中に盛り込んでいけないかなというのは、私はちょっと常々思っています。はい。以上

です。 

 

（川本議長） 

はい。ありがとうございます。結構新しい視点だというふうに思います。区の中でそうい

うような生活困窮含め、何かしら相談に来られる方に対応している職員やワーカーさん

の声を聞くという機会はなかなか無いということですよね。そういう声も含めてこの地域



24 

 

福祉計画をどういうふうに支える、いわゆる支える側の声もしっかりと反映させていくと

いうことも重要じゃないかというようなご指摘もいただきました。あとは本当に地域の気

づく力を養うということですね。気づく力と伝える方法の明確化。そういう人たちが結構

増えてるよというお話だったと思いますので、まさに地域福祉計画の住民活動の、最も

重要な部分、「気づき」・「伝える」ということができれば、何とか救える命もあるし、孤立

死を防ぐパワーにもなっていくかなというふうに思いますので、いろいろとそういう点は、

まさに地域福祉計画そのものの重要な事項だなというふうに思ってお聞きしておりまし

てありがとうございます。そうしましたら、再度で申し訳ないですけど辻󠄀委員いかがでし

ょうか。 

 

（辻󠄀委員） 

民生委員のコマーシャルで申し訳ないですけど、民生委員ではこういう図（手元の資

料）を作っております。まず、先ほど中野課長からありましたけれども、平素の民生委員

活動、それに災害対策活動、それとＳＤＧｓの活動、これをこの 3 年間の活動の主とし

ていこうとしております。基本の活動として、「気づく、つなぐ、見守る、伝える、備える、

知識力、共有する」これを民生委員の皆さんの頭に入れておいていただいて活動する

と、そういうふうなことを言うているんですけども、「おっ、前の画面に図が出てきた。素

晴らしい。」 

 

（川本議長） 

いや、これすごい。仕込みまで。 

 

（辻󠄀委員） 

こういうふうな民生委員としての活動の基本、を作っております。どれだけ、各委員さん

に伝わっているかというのはちょっとまだ不安ですけども、何か事あるごとにこの形を作

っていきたいというふうに思っておりますので、こんなこともちょっと計画の中にも入れ

ていただいたらありがたいと思います。民生委員の標語も私が作ったんですけどね。

「気軽に話せる民生委員、気軽に相談できる民生委員、信頼できる民生委員がそばに

いる」ということを知っておいて欲しいと。これは一般の方へのアピールですけど、基本

にしているというところです。 

それと先ほどの孤独死はもう仕方がないなと思っています、正直なところ。けつまずい

た人が、我々のところに来るんで、けつまずいたかどうかわかれへん。ワァーッと後でし

まったなと思うんやけどもどうしようもない。絶えず、孤独死に遇った民生委員は、やっ

ぱり心の中にずっとあるんやね。その辺はもう仕方がないというふうに思え、というふう

に伝えていますけど。そんなとこですね。すみません。 
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（川本議長） 

ありがとうございます。その孤独死というのは、結構遅れて、だいぶ経ってから発見され

たケースでしょうか。 

 

（辻󠄀委員） 

だいぶ経ってからということもありました。それこそ、消防が入って、そしたら居てはらへ

ん、どっか行ったんじゃないか、というときもありました。それは個人の家ですけどね。 

もう、しゃあないから上から入れやと警察もいうし、警察と消防が中に入って、居てはら

へんかったから、なんか親戚のところに行ってはって、そういうようなこともあったんです。 

それをほっとくと、やっぱり、中でどうなってるかわからへんからというなことですけど。 

本当に、目の前に、そんな事件が転がってるというような感じが多々あるんで、この中

にさっきありました「気づく」。「まず気づく」。あの人おれへんというのが先ほどお話が

出ましたけど、あそこの顔見いへんやんかとか、そんなふうな気づきから始まって、こう

いうような活動があるということです。以上。 

 

（川本議長） 

はい。ありがとうございます。 

この 7つの図は、辻󠄀委員が整理されて作られたのですか。 

 

（辻󠄀委員） 

その辺から引っ張り出してきて。 

 

（川本議長） 

これ、じゃあ計画に使わせていただいてもいいですか。なんか、これはめっちゃ使いや

すそうと思って、素晴らしいなと思ってます。 

そして、僕がびっくりしたのはＳＤＧｓがこんなところまで浸透してるんですね。 

 

（辻󠄀委員） 

元々は紙の削減を考えていましたが、会議のときにこのぐらいの紙が出るんですよ。 

持って帰って役に立つんかいなと思ってもそのままほったらかしになるので、もっと紙

を減らせ、というようなこと。持って帰った私はスキャナーで写したあとにほってますけど

ね。 

そんなことから始まって、ＳＤＧｓの担当チームがいろいろ話をしたら、すべての子ども

に、教育とか、そういうような方面に動きましたんで、今そういうふうな方向でＳＤＧｓをど

ないしようかいうのを動かしてます。まだ結果出てませんけどね。 
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（川本議長） 

いや面白いですね。ＳＤＧｓをうまく使って紙を減らそうとか、何か皆さんわかりやすくな

ってきているので、それを使ってってことですね。誰からかＳＤＧｓの活動をやれとかと

言わされているわけではなくてってことですね。それはよかったですね。なんか変にバ

ッチを買わされるのはないですか。大丈夫ですか。 

 

（辻󠄀委員） 

紙を減らせから始まったんですよ。実は、委員長さんにみんなタブレットを配ってくれっ

ていうて。それはなかなか達成できる目標ではないんですけど、そういうとこで、森林の

どうのこうのじゃないけど、こんだけ紙を使ってたら、なんか区長が一声言いはったけど、

裏面を使っていない紙が多いじゃないかと、両面使えとか、そんなことが役所の方では

あると思いますけど本当に無駄やと思います。 

 

（川本議長） 

すごいですね、交渉の術としてＳＤＧｓをうまく使って、すごい上手いだと思います。 

ちょっといろいろこれはまた後程、僕も見させていただきたいと思います。ありがとうご

ざいました。続きまして岩岸委員、またお願いいたします。 

 

（岩岸委員） 

先ほどのマンションの話なんですけども、防災が、いま一番効くと思うんですよね、何

かにつけて。北区で実はマンションの防災訓練をやったんですよ。これがものすごくよ

かったんですね。これを各地域、地域で進めていけば、おのずからマンションの方も出

てきて、何でせないかんか。そういうと、どうしたらいいかというのを勉強するし、お宅は

ここに住んでいたという話も出てくるかもしれないし。極端な話、犬猫を防災のときにど

うするかっていうのもあったんですよ。それは常日頃から、そういうカゴに入れる練習を

してないと、いざというときに入らんのですよね、犬猫は。だから日頃からそういう対策と

して、そのカゴに入れることもやってくれというのも、その防災訓練のやったわけですね。

それからやっぱり 1 つの、自分の子どもとして扱う人がおるんで、そういう観点からも良

かったんじゃないか、というのが 1つ。 

それと、やはりマンションでも大型はいいんですけども、少ない 5 階建て 6 階建ての小

さいマンションで孤独死をされたケースがあったんです。これがね、地主さんがものす

ごい悩んでいます。年配の人をもう入れたくないって言っています。私の友達のマンシ

ョンでたまたま、この間まで元気やってけど、この頃、来ないねんといって、ちょっと見

に行くわと行ったら、夏の最中で冷房をつけずに、当然、あんまりここでしゃべることじ

ゃないかわかんないですが。もう後始末は警察がしてくれたんですが、ところが家具と

かそんなんの始末はこれはマンションの持ち主が負担するんですよね。これが相当金
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がかかると。ならば、もうこれからは入れたくはないという。そうすると、そういう方が今度

は住むとこなくなるんですよね。その辺のことも今後、役所として、その対策といいます

か、その辺をどうするかいうのも考えていかないかんように思いますけどね。気の毒な

んですけども。 

先生がいわれたように、それも幸せかなというのもあるかわかりませんけど、やっぱり見

つけられないようなことはやっぱ寂しいと思うんでね。たまたま家主さんが見つけたん

で、よかったんですけど夏の暑いときですから、もうほとんど変な形になってましたんで。

そういう形でやっぱし、マンションについては、そういう訓練をおこなっていくのが良い

かなと思います。今はもう能登半島のこともありますから、何かにつけて今は訓練がも

のすごく良いと思います。言葉がちょっと適切でないと思うんですけど、旬じゃないかと。

今やるべきときだと思いますんで、各地域でぜひマンションの訓練をやって欲しいなと

いうのは地域としては思っております。はい。よろしくお願いします。以上でございます。 

 

（川本議長） 

はい。ありがとうございます。本当にタワーマンションが被災して、エレベーターがもし

止まったとなった場合、どうしはるんでしょうねというのは、これ結構、エレベーターの修

理・修繕で止まった場合、会社を休みますみたいな人が大量に出てきて、東京の方で

はそれで下水もアカンようになったマンションがあって、トイレ問題で、非常に大きな問

題だった。 

例えばタワーマンションが被災して下水が止まるのと、本当に能登はすべて下水が駄

目になって上水も出ない。仮設トイレというのをやってるけど基本的に戸建ての家ばか

りなので何ヶ所か設置してということで対応はできるんだけど。マンション 1 棟分がもし

そうなった場合に、まず降りてこれないし、日常的に自宅避難してトイレ行くまでに地上

階まで降りてこないといけないということを想定すると、本当にこの防災をキーワードに

皆さん、ちょっと意識しましょうよといって、1 歩外の地域との関わりを接点として持って

いただくと、これは本当に今が旬だと思いますので、今、まさに能登のことがあったの

で、ぜひこういうようなキッカケをですよね、より一層関わりを作っていっていただけれ

ば嬉しいなと思います。 

最近、流行っているのがですね、流行ってるという言い方もおかしいなとは思いますが、

防災、減災とかということをやるんですけども、「事前復興まちづくり計画」というのを作

る地域が多いです。事前ということで、事前に復興のことを考えながらまちづくり計画を

作りましょうということで、これをあらかじめやっておきますとですね、被災した場合、ど

れぐらいでどういうふうに社会経済を復興させていくのかを住民さんと一緒に考えてや

っていくんだというところなんですね。これ南海トラフの影響の強いエリアは、結構、積

極的に計画を立ててきてはるんですけども、内容的には地域福祉計画と、非常に類似

しているということなんですね。 
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なので、マンションの方々もこういうようなこと、防災とかをキッカケに入っていただきな

がら、そこをちょっと誘い水にして、普段の平時の活動にもご参加いただけるような戦

略を考えていけたら嬉しいなと思いました。はい。ありがとうございます。あっ、どうぞ。 

 

（岩岸委員） 

それとね、能登の様子を見ていますと、災害に対するいろんな用具とかできていますよ

ね。 

例えば泥水に、ある紙を入れると、勝手に水を吸うんです。泥水を吸うんですよ。そこ

で、もうすでに殺菌されているんですよ。それをストローで吸えるというのも開発されて

いますし、やはり災害のときに、自分らでその泥水を綺麗にする術も知らなあかんし。

あと、墨汁があるじゃないですか、それを凝固剤みたいなので固めたら綺麗な水にな

るんですよ。墨汁から墨だけが沈むんですよ。その墨を取り除いたら、それを飲めるわ

けですね。だから、そういう術もやっぱりそういう災害訓練のときに、やったらいいかなと

いうのも 1つありますけどね。 

 

（川本議長） 

そうですよね。グッズや商品もやし、備蓄でこれをどう使っていくかも一緒に考えられる

と、特に子育て世代は必死になりますから、結構こうやって、誘い水になっていくような

ツールになるのかなというふうにも思いました。ありがとうございます。すみません、米田

委員にお願いしたいと思います。 

 

（米田委員） 

先ほど川本先生から孤独死で 3日から 1週間以内は孤独死で、まだいいんだよ。とい

う話がありましたが、それ以後は孤立死となるというのがすごくこういう考え方があるん

だなと思い、そのことを知ることができ感謝しております。 

私は医者としてよりは、地元に住んでいる、下町に住んでいる人間の立場として、最近

に思ったというか感じたことで、私のところは、旧北区と旧大淀区の境目のところに住ん

でいるんですけども、川本先生もよくご存じの地域だと思うんですけれども、患者さん

で高齢の方がいて、民生委員じゃないですけど地域で結構活躍されてる超高齢者の

方がおられて、地元で淀川天神祭というのが 7 月にあるんですけども、今までは 2 日

間で土日かな、2 日に分けて、2 つの地域を神輿とかで巡っていたのが、それが実は

今年から 1日だけになって、しかも地域も 1日で回ってしまうと。やはりその理由は、若

い世代が参加されなかったということで、全員高齢ですごく少数となり、祭りに参加する

人がほとんどいなくなっている。若い人がやっぱりいないというのが一番の大きな理由

だそうなんですが、これを聞いてすごい危機感を感じるんですけども、大阪市で北区

は特に人口増加してるみたいで、若い世代も増えてるはずなんだけども、全然若い世
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代が我々の下町というか、梅田周辺は御堂筋を挟んで東側の地域と西側の地域とで

は全然違うんですが、東側の地域でも、若い世代増えてるはずなんだけども、我々の

実感としては若い世代が増えていない。周りに出現してないっていうのか、どこにいて

るんやろかなというような感じなんですね。だから、そういう意味で北区のコミュニティは

まだまだなのかなというふうな印象です。これが世代交代として、今の高齢で活躍して

る方が、おられなくなった場合はどうなるんだというね、そう不安な感じです。 

それと、医療側の立場からすると、やはり徐々にですけれども、生活保護の医療券を

持った高齢の方が増えてきてます。やはりそれだけ生活困窮者の高齢の方が、徐々

にですけども、確実に増えてます、ということでこれも非常に不安感を覚えています。

以上です。 

 

（川本議長） 

はい。ありがとうございます。確かに若い世代は、この北区に住みたがっている。そして

住んでいる。増えている。ただ、地域にはいない。という実感が見えないというところ、

まさに本当に、どういうふうに、こういうコミュニティとの繋がり、これまでのコミュニティー

にどうやって関わっていただけるのかというのを、ほんま真剣に考えないと世代交代で

きない、担い手の問題というのは、本当に、今すぐにでも手を打たないと、なかなか難

しくなっていくんじゃないかというようなご指摘だったと思います。 

あと本当に高齢生活保護世帯は全国的に急増していて、一番生活保護の受給者率

が高いのが高齢者になっていますので、特に都市圏で独居というパターンの生活保

護世帯というのは、全国的に見て、ちょっと北区の情報がわかっていませんけれども増

えていると。そういうような人たちも、生活保護である中でもですね、ここで住み続けら

れるように、というのはどうすればいいのかという話と、高齢者になったら生活保護受け

なくてもいいように、どう予防していくのかなという観点の 2 つあるのかなというふうにし

てお聞きしておりました。 

はい。ということでまた、こちら平尾委員にもう一言いただきたいんですけどもいかがで

しょうか。 

 

（平尾委員）  

はい。そうですね。もう結構、皆さん、いろんな意見を言っていただいたので、それを踏

まえた上でですが、やっぱり私も以前から、このマンションの問題というのが、ずっと地

域支援連絡会議の方でも話が出てきているし、この地域福祉推進会議の中でもやっ

ぱり出てくるという中で、その中でもその防災という切り口は、福祉って、いろんなイメー

ジを持っていて、何かこう統一的に福祉といわれて、こうだというのはあんまりないんで

すけど、いろんなとこで聞いてると、何か私には、今、関係のないものという感じの答え

が返ってくることが多いんですよね。 
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例えば、介護が必要だったら福祉というのとつながるけど、今、私、別にそんなん関係

ないわというような感じの温度感で帰ってくる回答が非常に多いのは、ずっと感じてい

る中で、ただやっぱり生活、地域福祉ということになってくると、生活の中で、いかに近

いところにあるのかというのを、実感してもらう機会というのをどんどん仕掛けを作って

いかないことには、参加してくださる方々も増えてこないのかなと思っています。 

それで 1 つあるのがやっぱり防災という切り口は、もう南海トラフ地震がいつ起こっても

おかしくないと、大災害は忘れたころにやってくると昔はいうてましたけども、最近は忘

れる間もなく次の災害が起こるという、そういう状況の中で、本当に自分たちが被災し

たときにどういう生活になるのか、それをどういうふうにして対策をしていくのかということ

は、全住民に関わる話なのかなと思います。 

特にタワーマンションとかって本当にもう階段が 40 何階から降りてくるのかというと、や

っぱそういうわけにはいかないとなったときに、同じフロアの人たちとどう協力するかと

か、本当に最悪どうなったときに、自分たちで何ができるのかということをやるというのも

1 つですよね。それがマンションの中でつながるというところの 1 つのキッカケとしてあ

るんですけど、それとプラスし、そうなってくるとマンションの中だけでは解決できないよ

ねということが出てくるはずなんですよね。そうするとやっぱり近隣とどのように連携を

取るかというところの、そこのお話につなげていく戦略というのは仕掛ける側としては持

っておかないといけないのかなと思い、その辺のことが、地域福祉計画の中に盛り込ま

れていくということは、今後５年の計画を作っていく上では触れておかなければいけな

いことなのかなというふうには思います。 

あと、その発見する力ってね、松本委員も川本先生もおっしゃっていましたけども、発

見して伝える。これって、僕もいろんなところで地域福祉に関わらせていただいている

中で、本当にその自分の生活に近いところでの発見というのは、専門職でも、行政職

でも、お医者さんでも、包括のヘルパーでも、見つけられない限界点というのがあって、

それを唯一乗り越えられるのが、そこに住んでいる人たちというつながりの中での発見

は誰よりも一番生活に近いところで見つけられる、早く見つけられる、というところでいう

と、やっぱりそういうつながりって、どうやって作っていくのかなという時に、現在の計画

の付帯決議の新たな視点で、「気にかける地域づくり」というのが出てきたんですよね。

川本先生の前任であった新崎先生とお話をする中で、「気にかける」ってやっぱり一方

通行な言葉に受け取る側としては感じるよねという話になって、本当につながりづくりと

か、なんかこう発見したり、お互いやっぱりこういう「気にかけあう」だけじゃない、いろん

な「気にかけあい方」というのがあるんだけど、言葉のメッセージとして、一方通行にな

らない言葉というのがやっぱり次の段階では必要なんじゃないかっていって「気にかけ

あう」という、そういうメッセージを何かいつの間にか採用されてですね、「いいね」とい

ろんなとこで言っていただく中で、その言葉のメッセージということを、丁寧に伝えてい

くことがやっぱり大切で、辻󠄀委員がおっしゃったようにそれはやっぱり、わかりやすくな
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いと伝わらないんですよね。そこの部分をどういうふうに計画を策定した上で、今度は

それをこちらが伝えていくときにどういう工夫をするのかということも含めて、議論をして、

それぞれのところに持ち帰っていただいて、積極的にそれを使って、議論が起こって

いくような形に、第 3 期計画においてはしていく必要があるんじゃないのかなと思って

います。そうすることで、計画が実質的にちゃんと実際的に地域で使われるものになっ

ていく。そういったことを見据えながらやっていく必要があるし、そういうふうな計画にな

っていけたらいいなというふうに思っております。 

はい。以上です。 

 

（川本議長） 

はい。ありがとうございます。もう総括していただいて、僕はもう、はしょっていきたいと

思います。次期計画に向けてというところで、今日、本当に一言ずつだけのご意見しか

なかったんですけれども、非常に大きな重要なキーワードをいろいろいただいたかなと、

時間が許せばもっとご意見を何周にもいただきたいというふうには思っています。 

この委員会も時間の幅がございますので、次の議題にいきたいと思いますけれども、

何か思いついたときにぜひ、いろいろと言っていただきながら、普段の活動の中から

見えてきたことがあれば事務局に声を寄せていただくなり、私にですね直接物言いを

していただけると非常に嬉しいなというふうに思っています。私にとっては地元なので、

故郷の 1 つですので、何かいいことがあれば、いいことができるんであれば何でもした

いという所存です。ということで皆さんのご意見を踏まえながらですね、また次期計画

の素案というものに反映させていければというふうに思います。 

次の議題に移っていきたいと思います。最後になりますけれども、その他として、事務

局の方何かございますでしょうか。 

 

（事務局） 

特にありません。 

 

（川本議長） 

ない。ということで、今日の議題は以上になってくるわけでございますけれども、今日、

皆様のご意見をお聞きいただきまして、実質、議長の小玉副議長に、最後にご意見い

ただければと思いますけれども。 

 

（小玉副議長） 

恐縮でございます。本当に、前任の新崎先生のもと、こういう形で私も、もう 2 年ほどお

付き合いさせていただきましたけども、今回、新たにお若い、川本先生が起こしになり

まして、議長ということで、雰囲気がこれほど変わるんかなあというのは私 1人だけの感
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覚ではないんじゃないかなと、皆さんもそう思っていただいたのではないでしょうか。や

はりお若い方がリードするというのは、時間を見ましたら 45 分に終わりますよということ

で、必ずそういう方向性でリードしていかれたんではなかろうかなと、感服をしておると

ころでございます。また 1年間よろしくお願いしたいと思います。 

まず第２期の福祉計画につきましてはご承知のように、令和 7 年の 3 月でございます

か。 

これで終わりということでございます。おそらく今後、第３期に向かって、スケジュールを

見せていただきましてんけど、結構ハードなボリュームですね。それにつきましては、

役所の職員の方、おそらくこれ、課長さんは、会議に出はれへんのですね、主に係長

プラスでございますか、ちょっと私わかりませんけども。それとあわせまして、社協の関

係、こういう方々でやっていただきまして、すみませんが、その辺は、荷物は重たいよう

でございますので、よろしく審議のほどお願いしたいと思います。 

2点ほどちょっと私の方で感想でございますが、1点は話に出ておりましたマンションの

問題とあわせまして、孤立の問題。実は私どもの地域も、7 年ほど前に小地域福祉活

動計画をやりまして、4つの問題点、その 1つが、「ノー孤立」というワードがございます。

できましたら、孤独死は控えようと言うてますけど、なかなか難しいです。1 年に若干の

発生はあります。今年の 3 月に 1 件だけあったんが、私のハードルは、マンションをど

ういう形でしていくためには、うまいこといけるかというのは理事長ではないです。理事

長さんは、若い方やったら働いておられます。一番良いのは管理人です。管理人とい

わゆる心を合わせた話をすることによって情報が得られると。私もマンションで理事をさ

せていただいておりますが、今年の３月にあった事案が、仲の良い管理人さんが、「こ

の８階のおばあちゃん、今日はデイサービスを行ってないよ」と、こういうことを絶えずそ

んな話をしますねん。私のとこは 32 戸のマンションでございますので、オートロック

等々は一切ございません。東西南北のどこからでも入っていただいて結構でございま

すねんけども、そういうようなマンションの中で、当然高齢化になってきている。お一人

暮らしの方が多くなってきている。 

そういうところで、そのときにポンと言われて、私、ちょっと忙しかったんで、スッと通り過

ぎましたけど、何気なしにちょっと戻ってきて、「どういうことやねん」と問うたら、いや、ヘ

ルパーさんから電話があって、ほんま今日はデイサービスに行ってはりますねんって。 

これは何や知らんけど、「これ、気にかけるじゃないですよ、先生ね」なんやかんやで、

ちょっと引っかかって、すぐに理事長さんがいてはったので、「理事長、ちょっと悪いけ

ど、8 階上がろうか」といって上がっていって、「トントン」ってドアをノックするけど出てこ

ない。その方は 89 歳で、お 1 人住まいの女性の方、持病がある、ということで、何回ド

アを叩いてもアカンので、そうしたらもう警察呼びましょうといってね、警察と消防を来て

もらって、隣の人が偶然おられましたから、ちょっと隣のベランダから入らしてもうて、ガ

ラスをポンと割って、消防が入ったら、お風呂場で倒れてはりました。現状は、意識が
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ございまして、あれはほんまにうれしかった。これで 1人でも助かったなあいうことで、そ

の代わり代償として、ガラスの取り替えは 5万円かかったけど、「これはすみませんが個

人負担なんですよ」、「そうですか」ということで言うてはりましたけどね、今、言うてはる、

ちょっとした形をね、どういう形でどう共有していくかということが、これが私一番大事じ

ゃないかなと思っています。 

それと、そのマンションについては先ほどいいましたような形で、おそらく今、500ぐらい

の分譲マンションあるんですね、北区は。ちゃいますかね。以前は 400 なんぼと言って

はりましたよね。おそらく分譲マンションは私とこの地域でも 30棟ぐらいございます。 

その中で、やはり先ほど言うてた、マンションの管理人さんと仲良くして、ひいては岩岸

連長がいってはったマンション独自の防災訓練をすべきではないか。なんで防災訓練

をすべきであるか、ということは、防災訓練というワードが出てきやすい、参加しやすい

と、こういうことだと思います。それはおそらく連長も考えてありますような形で、地域の

コミュニティとマンション間で出来ることによって、そういうマンションのお若い方、中間

層、高齢の方が出てきていただくことによって、コミュニティが永久的に続いていくんで

はないかなと私は思っております。その 1 つのやり方が、マンションの中で防災訓練を

すべきではないかな。私どもは実は今年の 3月に防災訓練をやらしていただきました。

小さい規模でございましたけど、今後これについては、毎年やっていきたい。それをで

きましたら隣のマンションの方にＰＲしていって、できたら、最低、豊崎だけでも 30 棟ま

では言いませんけど、10棟ぐらいの人がやってくれるような形で持っていくことによって、

そういうコミュニケーションが図られて、何か光が見えてくるか、それを考えている間に、

おそらく、もうじき、役員の名前が変わっておるのではないかなと、私も長いことはでき

ませんので、夢としてはそういう夢を現状としては持っておりますのでね。 

できましたら、今回、第３期の中で、今の言うてはるマンションコミュニティ支援事業、こ

れはご承知のように、平成 30年からもう立ち上げしてありますので、役所も取組につい

てはちょっと馬力をかけてやっていただくとともに、検討についてはそこの肉付けをね、

もう少しやっていただきましたらいいかなと思ったりはしております。 

最後になりましたが、これは辻󠄀さんとこの民生さんのワードでございます「支え合う、住

み良い社会は地域から」、地域から何でも出てくるもんやと思いますので、できましたら、

この推進会議は、もう 1 回やられると聞いておりますが、地域支援連絡会議は聞いて

たら、年 1回らしいですね、できましたら、もう 1回ぐらいやって、そういうような若い方、

またいろんな業種の方からの意見というのは、ものすごく私、重要な意見ではなかろう

かなと考えておりますので、よろしく、中野課長、検討のほどよろしくお願い申し上げ、

ちょっとすみません、時間が過ぎたことをお許し願いたいと思います。ありがとうござい

ました。 

 

（川本議長） 
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あっ、議長、ありがとうございます。しっかりと、おあとがよろしいようで、これで今日の議

事を終了させていただきたいというふうに思います。進行を事務局にお戻しさせていた

だきます。 

 

（司会） 

本日は長時間にわたり、貴重なご意見をいただきましてありがとうございました。 

今後も第３期の計画策定に向け、北区社会福祉協議会をはじめ、地域の皆様、関係

機関の皆様とともに取り組みを進めて参りたいと考えておりますので皆様の引き続きの

ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 

また本日机に置かせていただいております、こちらのコースターは、本日お越しいただ

いております、鶴満寺の長谷川様よりご提供いただいております。このコースターは鶴

満寺保育所のキャラクターということで「かっく MAN」だそうです。子どもたちが明るく、

元気に、すくすく成長するよう願いが込められているということです。どうぞ皆様お持ち

帰りください。 

次回につきましては、年末までに第 2回地域福祉推進会議を開催し、第３期計画の素

案をお示しさせていただき、またご意見をいただきたいと存じます。日程が決定しまし

たら、委員の皆様には改めてご案内をお送りさせていただきますのでよろしくお願いい

たします。では、これにて第 1回地域福祉推進会議を閉会とさせていただきます。 

本日はありがとうございました。 

 


